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要旨:本研究では既に日常着として確立、 及び定着しているジーンズを取り上げ、 教

育分野や一般家庭といったレベルでも市場と同クオリティーのジーンズを再現する事

を目的とする。 初めに現在のジーンズに見られる縫製仕様を分析し、 スタンダードを

定義する。 それらの手法を一般家庭でも再現できるよう様々な検証を行い、 教育現場

や家庭でも忠実に再現可能であるか否かを考察する。

1. 諸言

昨今のファストファッション1) の席捲からか、

現在国内で販売されている衣料品の多くは未だ尚、

カジュアノレ化の袖中にあるように見える。 そのカ

ジュアルウェアを代表するものとして既にコアア

イテムと一般にも広く認識されているものがジー

ンズであろう。 しかしながらカジュアノレウェアの

アイコン的存荘と言えるジーンズの多くは、 歴史

的背景と効率を意識した為か独特の縫製手法によ

って作られるとしづ現実がある。 それら特殊製法

を再現する為の縫製機器の有無とし、う単純な問題

だけではなく、 とりわけ前後段ぐりや股下、 脇縫

い目に多く採用される腕型の二重環縫い(以下、

巻縫いと称する)の取り扱いの難しさも一般への

再現を阻む大きな障害と言えるだろう。 それらの

開題からか教育分野や家庭では市場と同等レベル

のジーンズ制作は困難とされており、 普及してい

ないと考えられる。 しかしながら少なくとも将来

的にアパレル産業に従事する人材を育成する服飾

教育分野では、 より市場製品を意識した制作を指
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導する必要があると考える。 更には指導した内容

の理解度を深める為には学生自身で著用できるも

のを制作する事が望ましいと判断し、 圏内におい

て服飾系の学校として最大規模を誇る学校法人文

化学閣の学生男女比率を参考とした。 図lの結果

から女子学生比率が 80%以上と多い事がわかる。

これらの項目から本研究の成果を今後十分に生か

すのであれば、 メンズではなくレディースジーン

ズを採用する事が効果的であると考え、 以降の調

査は全てレディース市場を参考とし、 レディース

ジーンズの作品制作を行う事とする。

男子

図l 学校法人文化学園学生男女比率

※2014年度在籍者数 学内調べ

2. 維製仕様

2-1. コアフィット2)の選定

誌面調査3)、 消費者調査4)、 店頭調査5) を



行った結果、標準的なストレートタイプのジーン

ズよりも「スキニー」と呼ばれるタイトなものを

雑誌や庖頭、 更には街頭でも目にする事が多かっ

た。 従って本研究では現在のレディースジーンズ

市場でコアフィットである可能性が高 いスキニー

ジーンズを例として研究を行う。

2- 2. 参考サンプルの選定

ブランド別に見るコアフィットとされるスキ

ニージーンズを購入し分析する事で実際に市場に

流通している当フィットの縫製仕様を検証する。

サンプルを購入するにあたり売上を基にした商業

規模の観点から国内ジーンズメーカー上位 3 ブラ

ンド6)を選定、更には現在のファッションビジネ

スを世界 規模で席捲しているファストファッショ

ンを除外して定義づける事はできないと判断しフ

アストファッションブランドからも上位3 ブラン

ドを選定する。 様々な検証を行った結果、 本研究

では選定したのはISo methi ngJ (エドウィン社)、

IYANUK J (カイタックインターナショナノレネ士)、

ISweet CamelJ (タカヤ商事社) となった。

上位 3 社としていたが、 ここにILevi's J (リーバ

イストラウス社) も追加した。 調査の結果、 売上

第三位に位置するタカヤ商事社と第四位に位置す

るリーパイストラウス社の売上が僅差である事も

理由の一つだ、が、 参考にした文献の中で「憧れの

ジーンズブランドのブランド名」として、 ターゲ

ットである女子大生を含むであろう女性ヤング層

(年齢1 8 "' 24 歳)の回答でL evi'sが最も多く名前

が挙げられている。 他世代の結果を見てもL evi's

表 2 購入サンプル概要一覧

は上位にあり、 将来的に購入する可能性が見込め

るものと判断し、 商業規模だけでこのブランドを

除外する事は、 本研究を進めるにあたり適切でな

いと考えた結果である。

表l 憧れのジーンズブランド

N=88 

ヤング 18-24 Levj's 
ヤングアダルト 25-34 Levi's I Lee (同位)

アダルト 35-44 Levi's 
ミドJ(.， 45-54 Levi's 

アクティブシニア1 55-64 1 Levi's 
出所『ジーンズカジュアノレ白書2013� (株)矢野経済研究所

上記を参照し表を独自に作成

次にグローパルで、展開するファストファッション

の売上を調査する。 様々な調査分析7)の結果、本

研 究 に て選 定 し た の はIH&M J (H&M 社)、

IZA 貼J (lND ITEX 社)、 「ユニクロ J (ファース

トリテイリング杜) の 3 ブランドを選定した。

2- 3. サンプル購入

選定された7つのブランドから定番とされてい

るスキニージーンズを購入する。 ネットなどでは

実際にどの品番が売れているのか見当をつける事

は難しい為、 全てのサンフ。ルは!苫頭購入とした。

購入の際にはそれぞれの庖舗の販売員に同一の内

容を伝え、 提案のあったものを購入した。 研究の

目的や用途を伏せ、「定番のスキニージーンズ、を購

入したしリとだけ伝え、 そこから各ブランドより

提案があったものを購入した。 サンプルのサイズ

は全てブランドそれぞれが考える「標準サイズj

にて購入。 本研究では仕様の分析に主眼を置いて

いる為、 デザインディテールは全て5ポケット型

での購入とした。
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2-4. サンプル比較

次に購入したサンフ。ノレの縫製仕様を比較するO

各部位でどのような縫製仕様が多く採用されてい

たのかを部位ごとにまとめ、 原則として多く見ら

れた手法を採用する。

表3 サンプル分析表一例

圃圃圃圃圃幽Oj蔽剖唖司圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・4刊:#!-・圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃I:f，司，IJ.ーーーーーーーーーーーー

会社 INDITEX (スペイン} H&M (スウェーデン}
…荷受ー し何一一月句6/228/4俊一一 ��LP/N021.そ90唆照明竺J抑司

β3ーンズ採り墳にはレギュラーウエストが
スキニ戸田コーナーで発っていた.2色あっiiなく、布陣亮り場にあった，レザ-J'\'�チ
たが作りI玄関じ。レザーバッチ上下止め。 1犠考 l四方止めe 町6 T/l ZlPオリジナルRl5 T/1 ZlP:YKKZlP SAlL45 し

WKK SAlL45 
実際的サンプルを見ながら分析し独自に去を作成

分析の結果、 全てに共通していた縫製仕様として

ウエストベルトは全てカーブベルトで共布二重仕

立てという事、 後ろ股ぐりは巻縫い11 4 インチダ

ブルステッチ左高であるという事で、あった。 後ろ

ヨーク地の自はrS omethi ngJを除いて他全て身頃

と同じで、あった事から、 後ろヨーク地の目は身頃

に合わせる事をスタンダードと考える。

最終的に本研究にて再現サンプルを制作するにあ

たっての縫製仕様を表 4 に表す。

表 4 再現サンフ
。
ノレ縫製仕様

箇所 縫製{士線
ベルト裏 上下チェーンステッチ

前 ポ
前
ケ
ポ
ッ

ケ
ト
ッ

向

ト

う
口
布

!îi!
即スレキ始末本縫い1/8インチ'fプルステッチ

ロック+本縫いステッチ止め
コインポケットロ 3つ祈り本縫い1/2インチスTツチ
コインポケット下

向う布と
一緒1:::0')'ク始末

後ろポケットロ 3つ祈り本縫い1/8インチダブルスTツチ
前殺ぐり …J一巻全易盛1章 一tL秀\1/4幾壬L12f1mfE f;ヨfまkf丞t-主�L立全2交E雪互':'2章ヲ一三 ←一

後ろ股ぐり
ヨーク 巻縫い1/4インチダブルステッチ上高

ヨーク地の呂

__ 1�7--豆之芝身重者買重
と
土照交じE之主芝之圭一一一一股下

綴 イン告ーロッウ後ろ高本縫いセーフティースナツ子有

据 3つ祈り本縫い1.0cmステッチ
ループ 偏平縫い

3. 再現設備

本 項では前項の調査から実際にそれらの縫製

仕様を再現する為に必要な設備を考察する。 そし

てその結果から一般で再現する為に考えられる設

備を模索し具体的な機器を選定する。

3 -1. 工場設備

実際に工業生産された 7 つのサンブ。ルから、 そ

れらを作製するにあたって必要となった機器を推

測めする。本項では機器メーカーの断定をする事

を重要視するのではなく、 機能面での機器の推測

に止める。 考えられる設備一覧は表5を参照。

表5 推測設備一覧

面戸・ "..' iöJiIi=: 

ベルト譲 i 二重環縫い I TM625 I PEGASUS 
一一一

J 【 1 1本童十本縫いI DDL-900OB I JUKI 
前ポケット口 一一一一一一

|2本針本縫いI LH-3568A…7 / JUKI 
前ポケット向う布奥|オーバ一口ックI EXT5200 I PEGASUS 

|コインポケットロ I 1本金十本縫いI DDL-90叩B I JUKI 
[コインポケyト下 l オーバーロック EXT5200 / PEGASUS I 

I 'õ守 _... � . _ I 1本針本 いI DDL-90⑪叩/ JUKI 
I 後ろポケットロ ト分去ささ搭与一トーヰモ去さデちふ ....ラ一一!�_... ， ，， - I 2本針本縫い I LH-3568A-7 I JUKI 

�nn. "" I 1本針本 いI DDL-900心，g I JUKI 
前段ぐり ト→ささ空努千十一一戸ぞ三子ち4ナヱデ-" ‘ I 2本針本 いI LH-3568A-7 I JUKI 

後ろ絞ぐり こ重燦縫い DA-9280 I Brother 

�____i!::ι-斗玉裏斡�__ D日旦I Broth笠
| インタ…ロック I EXT3216H-05 I PEGASUS 

股下 トーで三百三一一イー士一一一一三子モ~一一一一一一
._. 童環 い MH-486-5 I JUKI 

l 脇 ト生夕刊明I EXT!�1町一05LE回世
I 1本金十本縫い DDレ90叩B I JUKI 

裾 I 1本針本 いI DLN-6390-7 I JUKI 
ループ ! 偏平縫い WT500P I PE:GASUS 

釦ホール i 穴かがり I MEB-3810 I JUKI 
各ミシンメーカーホームベージを参考に独自に去を作成

3- 2. 一般設備

市場と同等レベルのスキニージーンズを再現

するにあたり、 一般でも容易に入手できるという

制限の元、 設備の選定を行ったO 犠々な試験、 検

証を行った結果、 本縫いミシンについては、 家庭

用ミシンのりUKI HZL- e60 J を採用。 本縫いだ

けでなく、 ジグザグ機能を使用することで幅広く

対応できる汎用性の高さから採用とした。 それ以

外の機器については1. 諸言でも懸念されていた

巻縫いの再現をするにあたり、 チェーンステッチ

ができるミシンを調査するに至った。

- 29・



3- 3. 家庭用ロックミシンの採用

チェーンステッチができ、 且つ、 一般でも容易

に導入できる縫製機器を調査9)した。インターネ

ットにていくつかのミシンメーカーのホームペー

ジを閲覧し、 最終的に家庭用ロックミシンに目を

向ける事となった。 最近のロックミシンにはチェ

ーンステッチができるものが複数のメーカーから

販売されている。

値段的、 機能的要素から本研究で はJUK I製

MO・3 45DC型を採用した。

図 2 J UK I MO-3 45DC 

4. 再現材料

前項までの検証により、 再現できる見込みのあ

る設備面は整える事ができた。 本項では再現する

為の材料を検証し調達する。 本研究の材料調達は

!吉頭購入のみと制限した。 これは日常的にインタ

ーネットを利用しない世代も対象にする事で、 よ

り現実的な再現性を高める事ができるとし、う判断

からである。 触覚とし、う感覚でなし、と適否を判断

し難し、材料はインターネットでの購入は現実味が

無いと考えた結果である。

4-1. 購入場所の選定

購入場所を選定するにあたり、 対象となるのは

やはり手芸用品販売庖であろう。 そこでできるだ

け全国に多くの庖舗を持つ手芸用品販売屈をイン

ターネットにより調査10)した。 選定にあたり最

も重視したのは盾舗数である。 庖舗数が多ければ

それだけ一般でも手軽に購入する事ができると考

えた。 その結果、 全ての材料を「ユザワヤ」で購

入をする事とした。 ユザワヤは調査時点で!苫舗数

62 庖舗、 全国 17都道府県に展開している事も揺

るぎない選定を後押しするものとなった。

4- 2. 生地の選定

生地を選定する。 再現に必要となる生地は 2 種

類で主原料となる表生地と袋布に使用するスレキ

である。 ユザワヤで購入したそれぞ、れの生地詳細

を表6 に記 す。 販売員に尋ねたところ、 どちらも

ユザワヤオリジナルの定番品であった為、 本研究

以降でも購入可能である事が再現性を高めると考

えた。 また定番のストレッチデ
、ニムは 8 オンスと

10 オンスがあり、 本研究では10 オンスを採用し

た。 理由は先に購入した7本のサンフ。ルの生地厚

を参考とし、 更には少しでも厚さという難のある

生地で制作しておいた方が、 再現の課程において

問題点を抽出しやすいという事が挙げられる。

表6 生地詳細

※生地加工済みの為、 収縮有り
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4- 3. 資材の選定

次に使用した資材を一覧で表す。 リベットにつ

いては高額な専用の打具を購入しなければならな

かった為、 それに代わるものとしてリベットと用

途的には問じであり、 且つ打具も安価なf 大カシ

メJを購入した。 これらの材料を使用し一般での

再現の可能性を探る。

表 7 資材詳細一覧

5. 再現サンプルの制作

いくつかのサンブツレを試作したが、 本稿で、は一

般機器のみで最後に制作したサンフ。ルを取り上げ

る。

表8 一般設備での制作条件

5 -1. 巻縫いの再現

本研究にて最も再現に懸念があったのは巻縫

いである。 巻縫いは巻く事が難しいのではなく、

パンクを作らない事が難しいと感じる為、 どのよ

うに巻かれた状態を作れば良いのかを検証した。

縫製補助器具(以下、 ラッパと称す)を過して巻

かれた状態を考えると上になる右側は縫い代が内

側に折られ、 下になる左側はその反対に表側に縫

い代が折られている。 アイロンで先に折り目を付

け、 それらを重ねた状態にする事は容 易だが、 そ

れらを維持したまま縫製機器に入れる事は不安定

であり、 その状態を作るだけでは改善策とはなり

得ない。 検討を重ねた結果、 巻かれた状態をどの

ように維持する事ができるのかを考える事が必須

であるとし、う結論に達した。

そこで一般でも入手可能な服飾雑貨市場に目を向

け模索した結果、 新しい技術として潜着や接着と

し、った手法が発達している昨今の影響からか、 両

面接着ができる資材が既に豊富に揃っている事に

気づいた。 この中からテープ状の媒体を使用する

事で、 巻かれた状態を維持する事はできないかと

検証を行った。 今回使用した媒体は両面接着テー

プのfMFテープJ(パイリーン社)である。 図3

のようにMFテープを用いながら巻縫い状態を作

り、 その状態で、チェーン ステッチを行った。 その

際、 本研究では汎用性を重視して 15mmのMFテ

ープを用意した為、 適宜カットして検証した。 最

終的に巻縫い部分にはテープを半分にカットし、

7.5mml幅のテープを用い制作を行った。
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MFテープ

図3 巻縫い状態 (断面図)

本検証にてラッパを通した巻縫いよりもはるかに

容易で、 且つパンクの無い巻縫いを再現する事が

できた。 テープを張るという一手間はあるものの、

その非効率とも取れる工程を問題視する理由は皆

無である。 何故なら、 本研究の目的は大量生産を

前提としたものでは無いことを理由とする。 その

結果この手法が教育分野や一般での再現に現実味

のあるものと確信する。

その一方で、 ロックミシンで、チェーンステッチを

行う場面に難があった。 ロックミシンは図 4 のよ

うに針よりも右側にスペースが少ない為、 股ぐり

のような部分にステッチを入れる際、 右側に布が

溜まってしまう。 今回のような10 オンス程度の生

地であれば少しずつミシンをかける事で対応はで

きたが、 これよりも生地がへピ一オンスになった

場合はかなり困難が予想される。 これは今後これ

らロックミシンの汎用性を広げる事を考える際に、

重要な改善点と言える設計上の問題になり得るだ

ろう。

図4 後ろ股ぐり縫製時

※図はダミー生地での試作図

5- 2. ウエストベルト付けの再現

購入した 7 本のサンブロ
ルのウエストベルトを一

部分解した結果、 全てのウエストベルト付けはチ

ェーンステッチ l本のみで、挟み付けで、あった。 直

線ベルト付けに見られるようなラッパを用いた一

発付けの可能性が高い。 本研究でも同様にチェー

ンステッチ l 本のみで付ける事を試みる。 しかし

ながら一切の補助器具などを使わずにミシンをか

ける事は難しい。 そこで巻縫い同様、 両面接着テ

ープを活用する事とした。

裏ベルト 表ベルト

身頃

図5 ベルト部分 (断面図)

身頃表面に両面接着テープを付ける。 先に表ベル

ト縫い代にテープを接着しない理由は、 身頃にテ

ープがついている方が、 ウエストベルトを仮止め

する際、挟み込み量を確認しながら接着できる為、

一定の挟み込み量を確保し易い。 その一方で、 裏

面については裏ベルト縫い代にテープを接着して

おいた方が、 ベルトのなじみを見ながら最良の位

置で仮止めができる。 しかしながらここでも一つ

の問題に直面した。 仮止めで接着をする際、10 オ

ンスという生地の厚さからアイロンで押さえても

熱が接着樹脂まで十分に伝達七ない為、 強固な接

着とはならない。 そこで改善案としてアイロンに

備えられているスチーム機能を使用した。 その結

果高温の蒸気が接着樹脂まで到達し、 その後ミシ

ンをかけるのに十分な強度で接着する事ができた。

従って厚い部分での接着にはスチーム機能の付い

たアイロンは必要な設備と言える。
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5 - 3. ベルトノレープの再現

/レープそのものの出来 上がり幅についてはサ

ンプルでも様々であった為、 今回はl Omm幅と任

意で決定した。本研究にて購入したMO・345DCロ

ックミシンには既にフラットロック機能がある為、

その機能を使用する。 工業生産ではここでもラッ

パを使用し、 テープ状に裁断した生地をラッパに

通す事で一定の幅に揃えてから偏平縫いをすると

いう手法が一般的であろう。 そこで一般に販売さ

れているテープメーカーを参考にしたが、 希望す

る10 mmI隔を見つける事が出来 なかった。そこで

事前にアイロンで、折ってから偏平縫いを行う手法

を試みた。 しかしながら偏平縫いが蛇行する、 裏

面生地の突合せ状態が一定でないなどの問題があ

り、 安易にアイロンで整えるだけでは無理がある

と言わざるを得ない。そこで本項でも両面接着テ

ープを使用して再現できるかを試みた。

図6 ベルトルーフ。生地裏面

※テープ接着、 17mm幅カット済み

図 7 ベルトループ9裏面突合せ

様々な調節を行った結果、 出来 上がり10 mm幅で

制作するには 17mmで裁断をするのが良い事がわ

かった。 またその裁断方法は先に両面接着テーフ。

を生地裏面に接着しておいてから裁断し、 接着を

する事で締麗な突合せ状態を確保できる。 また蛇

行を防ぐ為、 MO・345DCミシンの付 属品である「カ

パーステッチ専用押え」を使用した。 図8にある

ように押え金にはおよそIOmmの溝があり、 その

溝にルーフ。を通す事で一定の偏平縫いが入れられ

る。 ノレープについては出来 上がり巾が10 mmとい

う制限はあるものの、 完全に工業生産と同じルー

プが再現できたと言っても過言ではない。

図8 カハ~ステッチ専用押えとへ)卜lトア (裏面)

5-4. 本問の再現

家庭用ミシンに装備されているジグザグミシ

ン機能を使用して本問を再現する。 当初、 針目や

かがり幅の調節だけで再現できると考えていたが、

期待とは異なった。 市場製品を見るとベルトルー

プを付 ける為にはループを折込みその上に本問を

入れる為、 ループ2枚分の段がある状態で問をす

る事となる。説明書にある通常のやり方でジグザ

グをかけても、 全く運針が進まず再現ができなか

った。 そこで段がある事が運針を妨げていると思

われた為、 図 9のようにダミーのループを噛ませ

て厚さを一定にする事で、 安定した運針を実現す

る事ができた。
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図9 本問の再現方法

5 - 5. 釦ホールの再現

釦ホーノレについては様々な試行錯誤があった。

市場製品の釦ホールと、 家庭用ミシンで再現でき

るものは構造的に全く異なる為、 ジグザグミシン

だけで再現する事は不可能である。 しかしながら

構造は異なっても、 見た目に同じもしくは近しい

物であれば再現できたと言えると仮定し、 試作を

重ねた。 懸念事項はたった一つであり、 鳩目とな

るカーブの部分をどう作るかということで、あった。

数ミリという直径の円をジグザグミシンでかがる

事は難しい。 そこで鳩目になるカーブの部分はミ

シンという機器を使用しているもののプーリーを

一針ずつ手回しし、 半手作業で、行った。 これは手

回しの方が確実に落としたい部分に針を落とす事

ができるからだ。 このように一針ずつ半手作業で、

作る為、 要となるのは針を落としたい場所にいか

に鮮明な印をつける事ができるかで、あった。 そこ

で本研究ではいくつかの方法を試した後、 水溶性

シートを使用して印を付 ける方法を採用した。 こ

ちらもユザワヤにて購入可能である。

表9 水溶性不織布詳細

水溶性不織布
ハヨとン『キJ��ース.シークレットj

QS-1 P 75cm X 100cm 
￥626 

ホ。1)ピニルアルコール100%

図10 かがり裏面(シート除去前)

図11 かがり表面

図12 かがり裏面(シート除去後)

採用した水溶性不織布に接着機能は無い。 そこで

デ、ニム生地上で、印を安定させる為、 不織布裏面に

両面接着テープを貼り、 欲しい釦ホールの形にカ

ットしてから裏ベルトの指定位置に接着し、 不織

布の上をジグザグミシンでかがる。 釦ホール裏面

を見ながらジグザグをかがる事、 芯となる糸を入

れられない事を理由として、 本研究ではミシンの

上糸は:tt3 0番手、下糸に:tt 20番手を用いた。鳩目

部分のカーブ以外は低速で通常通りにミシンをか

ける。 問題の鳩目カーブの部分は特に注意しなが

ら一針ずつ糸を渡した。 縫製後、 水溶性不織布に

水分を含ませしばらく置いておくと不織布が溶け

液状になる為、 ティッシュペーパーなどで拭き取

る。その結果、 不織布は無くなり締麗な仕上がり

となった。
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6. サンプルの比較検証

本研究の目的はどのように市場レベルの縫製

仕様を一般機器を用いて再現できるかという事で

ある為、 再現したl本のサンプノレだ、けでは比較対

象が無い故に確固たる結論を導き難い。 そこで、

パターンや材料は全て同じものを使用し、 機器の

みを工業用設備で再現したものを制作する事で2

つ のサンフ。ルを比較して検証を行う事ができる。

それらにどれだけの違いが見受けられるのかを客

観的に評価する事で結論を導く。

6 -1. 工業機器での制作

使用する機器は文化ファッション大学院大学

「生産工学実習室」に設置されているいくつかの

工業用機器を使用する。 しかしながらそれらの機

器には工場と同様のラッパなどは付 いていない為、

一般機器での再現でも多用した両面接着テーフ。を

使用して制作する。 実際に使用した機器の一覧 を

表10 に記す。

表 10 使用工業機器一覧

田園 :�:ー- ... ・・ =圃‘= 

ベルト裏 一重環縫い DA-9280 I Brother 

前ポケットロ 1本針本縫い DDL-5571N I JUKI 
2本針本縫い

前ポケット向う布奥 オ-/\ーロック EXT5214-03K I PEGASUS 
コインポケット口 1本針本縫い DDL-5571N I JUKI 
コインポケット下 オ-/\ーロック EXT5214-03K I PEGASUS 

後ろポケットロ 1本針本縫い DDL-5571N I JUKI 
2本童十本縫い

前股ぐり 1本童十本縫い DDL -5571 N I JUKI 
2本針本縫い

後ろ股ぐり 一重環縫い DA-9280 I Brother 
ヨーク 一重環縫い DA-9280 I Brother 

股下 インターロック EXT3216-02 I PEGASUS 
一重環縫し、 DA-9280 I Brother 

脇 インターロック EXT3216-02 I PEGASUS 
1本針本縫い DDL-5571N I JUKI 

裾 1;本針本縫い DDL -5571 N I JUKI 
ループ 偏平縫い WT562-02GB I PEGASUS 

ループ付け 本問 LK-1901ASS I JUKI 
釦ホール 穴かがり 580Premium I Durkopp Adler 

一般家庭設備での再現と比べると時間的には早く

出来 上がった。 これは縫い速度の問題もあるが、

それぞれの機器が独立している為、 一度糸などを

セットさえしてしまえば糸変えという作業が無い

事が理由と考える。 一般機器での再現では、 一台

でいくつかの仕様を兼ねる為、 必然的に糸変えと

いう手聞が生まれる。 しかしながらその反面、 ス

ペース的な問題を考えると圧倒的に一般家庭設備

の方が小さなスペースで収まる為、 空間的な効率

面では優れた点と言えるだろう。

6 - 2. サンプルの比較と評価

前項までの再現によって工業機器を使用したサ

ンプル(以下、 サンプルAと称す)と、 一般機器

で再現したサンプル(以下、 サンプルBと称す)

の2本を制作した。 これらを使用し比較と検証を

行う。 主観的な比較は望ましくない為、 ここで4

名の被験者の協力を得て外観の違いを比較した。 4

名の内2名(以下、 被験者l、 2とそれぞれ称す)

は文化ファッション大学院大学の院生であり、 残

りの2名(以下、 被験者3 、4とそれぞれ称す)は

普段縫製などを全くしていない同学の職員である。

外観比較の試験方法は2名ずつ のインタビュー形

式で、 サンプノレA，Bを同時に見せ、2本のサンプ

ルの外観的な違いにつ いて思 う事を自由に述べて

もらう。 また実際に触ってもらい内側なども自由

に見てもらった。 その後、 それぞれの制作条件 を

伝え、 更に違いを自由に述べてもらうという形式

を取った。 4名の被験者からインタビ、ュー形式で、

抽出した外観比較に対しての意見を表11 に記す。

図 13 試験時の比較サンフ。ノレ
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図1 4 サンフ。ル比較( 前面)

図15 サンフ。ル比較( 後面)

表11 外観比較試験結果

本調査の結果から、 制作条件を伝達する前では全

員違いが無いと判断した。 しかしながら制作条件

を伝達すると見方が変化してか、 現役の院生から

は懸念、のあった事項について指摘があった。 その

一方で縫製をしていない所謂「素人jという回線

からはそれでも尚、 違いが見受けられないか、 本

問については差が無いと判断したようだ。 釦ホー

ルは完全に見た目の違いがある為除外して、 被験

者 l、2 が本問について異なると気づいた点は、本

問の大きさが微妙に揃っていなかった事に起因す

る。 自動機と違い一つずつをジグザ、グミシンで行

うと、 わずかに個体差が生じてしまう。 しかしな

がらこの部分は何回かの経験によって徐々に差の

無いものを制作できる可能性がある為、 大きな問

題と捉える必要性は低いと考える。 この結果から、

今後の課題としてはやはり釦ホールの作り方に焦

点を当てる事が必然と考えられる。 しかしながら

第一段階では全員差が無いと判断したとし、う事実

は、 言及しなければわからないとしづ結果を表し

ているとも言えるだろう。

7. 結論

現在レディースジーンズ市場においてマスト

アイテムとなっているスキニージーンズを例とし

て、 様々な検証を行った結果、 市場と同等のジー

ンズは一般機器を使用しても再現できる可能性が

あると言える。 本研究では100%の再現とはいか

ないまでも、 確実に近づける事ができたと確信す

る。 特に両面接着テープのような便利な資材の開

発が今後も益々活発に行われる事で、 より再現を

確固たるものにできるに違いない

また縫製機器についても様々な改善を要すると感

じた。 本研究にて抽出されたいくつかの間題点に

ついては、 今後ミシンメーカーに一考察としての

提案をする事で、 何らかの改善が行われる事を望

む。 それら機器面での改善があれば尚一層再現を

容易にするだけでなく、 本研究の目的でもある教

育分野での再現を行える上、 更には一般家庭でも

ジーンズ制作の普及が見込めるだろう。 それが将

来的にはジーンズ業界全体をより活性化し、 更な

る発展を生むきっかけとなる事を期待したい。
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W YANUK� 

h社p:グ附w.yanuk.jp/

タカヤ商事株式会社. W Sweet Camel� 

http://www.sweetcamel.coml 

リーパイストラウスジャパン株式会社. W Levi'd 

http://www.levi.jp/ 

JUKI株式会社. WJUKI株式会社』

h抗p://www卯ki.co.jp/

ブラザー工業株式会社. W ブラザー工業株式会社』

http://www.brother.co.jp/ 

ペガサスミシン製造株式会社.Wペガサスミシン製

造株式会社』

http://www.pegasus.co.jp/ja/ 

蛇の目ミシン工業株式会社.W 蛇の目ミシン工業株

式会社J

http://www.janome.co.jp/index.html 

楽天株式会社. W楽天市場』

http://www.rakuten.co.jp/ 

株式会社ジュ ーキ. W Baby Lock� 

http://www.babylock.co.jp/index.html 

ユザワヤ商事株式会社. W ユザワヤ』

http://www.yuzawaya.co担/

株式会社オカダヤ. Wオカダヤ』

http://www.okadaya.co.jp/ 
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